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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年11月29日(2018.11.29)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【発明の詳細な説明】
【発明の名称】保管システム、および、保管システムのための充電装置
【技術分野】
【０００１】
　特許文献１より、作業衣類を保管するための保管装置と、作業衣類のエネルギー蓄積ユ
ニットに電気エネルギーを伝送するために意図されるケーブルレス式の充電装置と、作業
衣類の特性量を検出するためのセンサ装置とを含む保管システムがすでに公知である。公
知の保管システムの充電装置によって、特別な作業衣類部分を充電可能である。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、少なくとも作業衣類を保管するための少なくとも１つの保管装置と、特に保
管装置に配置された作業衣類の少なくとも１つの状態のときに、作業衣類の少なくとも１
つのエネルギー蓄積ユニットに少なくとも電気エネルギーを伝送するために意図される少
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なくとも１つのケーブル式および／またはケーブルレス式の充電装置と、作業衣類の少な
くとも１つの特性量を少なくとも検出するための少なくとも１つのセンサ装置とを含む保
管システム、特に作業衣類保管システムに関する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】独国実用新案第２０２００７００４４４１号明細書
【発明の概要】
【０００４】
　充電装置は、保管装置に配置可能である作業衣類のさまざまな作業衣類部分を充電する
ために意図されることが提案される。保管システムは作業衣類ロッカーシステムとして構
成されるのが特別に好ましい。しかしながら保管システムが、当業者に有意義と思われる
それ以外の構成、たとえば衣装棚システム、たんすシステム、工場用車両システム、戸棚
システム、車両屋内空間整備保管システムなどとしての構成を有することも考えられる。
それに応じて、保管装置はロッカーとして構成されるのが好ましい。しかしながら、保管
装置が当業者に有意義と思われるそれ以外の構成を有することも考えられる。保管システ
ムは多数の保管装置を含んでいるのが特別に好ましい。特に、保管装置は互いに結合され
ている。保管装置は閉止可能に構成されているのが好ましい。このとき保管装置の保管空
間は閉止可能であるのが好ましい。それに応じて保管装置は、可動に支承された少なくと
も１つの閉止部材を含む、少なくとも１つの閉止ユニットを含んでいるのが好ましい。特
に閉止ユニットはドアユニットとして構成される。しかしながら閉止ユニットが、当業者
に有意義と思われるそれ以外の構成を有することも考えられる。閉止部材は、保管装置の
本体に可動に、特に旋回可能に、支承されているのが好ましい。そのようにして閉止ユニ
ットにより、保管装置の少なくとも１つの保管ユニットを中に配置可能である保管装置の
内部空間を閉止できるという利点がある。
【０００５】
　好適には保管装置は作業衣類を保管するために、作業衣類または作業衣類部分を収容す
るために意図される少なくとも１つの衣料用バー、衣料用ハンガー、衣料用フック、棚板
、引出し、整理棚、および／または当業者に有意義と思われるそれ以外の保管ユニットを
含んでいる。保管装置は、作業衣類の収容に加えて、少なくとも１つの工作機械蓄電池装
置、少なくとも１つの外部ユニット、特に携帯可能なモバイル無線機器、たとえば携帯電
話、スマートフォン、タブレットなどや、少なくとも１つの携帯可能な工作機械などを収
容するためにも意図されるのが好ましい。「意図される」とは、特に、特別に設計および
／または特別に装備されていることを意味するものとする。ある部材および／またはユニ
ットが特定の機能のために意図されるとは、特に、当該部材および／またはユニットがそ
の特定の機能を少なくとも１つの利用状態および／または動作状態のときに履行し、およ
び／または実行することを意味するものとする。
【０００６】
　「ケーブル式の充電装置」とは、ここでは特に、少なくとも１つの充電用ケーブルを用
いて、充電されるべき部材および／または充電されるべきユニットに電気エネルギーを伝
送する充電装置を意味するものとする。「ケーブルレス式の充電装置」という用語は、こ
こでは特に、充電されるべき部材および／または充電されるべきユニットへ無接触式に、
特に誘導式、容量式、または電磁式のエネルギー伝送により、電気エネルギーを伝送する
充電装置を定義するものとする。このとき、充電装置は少なくとも１つの誘電式充電ユニ
ットを含んでいて、追加的にケーブル式充電ユニットも含んでいることが考えられる。こ
のようにして、作業衣類の充電対応部材の構成に依存して、さまざまに構成された作業衣
類の充電対応部材についての充電可能性を確実に可能にすることができる。
【０００７】
　充電装置は、誘電式充電装置として構成されるのが好ましい。すなわち充電装置は、電
気エネルギーを伝送するための少なくとも１つの二次コイルユニットを含んでいるのが好
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ましく、作業衣類は、特に作業衣類のすべての作業衣類部分は、電気エネルギーを受信す
るための少なくとも１つの一次コイルユニットを有している。このとき、さまざまに異な
る定格電圧を電気エネルギーの伝送のために利用可能であるのが好ましい。作業衣類は、
特に作業衣類のすべての作業衣類部分は、蓄電池として構成された少なくとも１つのエネ
ルギー蓄積器ユニットを含んでいるのが好ましい。このときエネルギー蓄積器ユニットは
、３．６Ｖの定格電圧を有しているのが好ましい。しかしながら作業衣類のエネルギー蓄
積器ユニットが、当業者に有意義と思われるそれ以外の構成および／または定格電圧を有
していることも考えられる。充電装置は、作業衣類への電気エネルギーの伝送に追加して
、特に保管装置および／または充電装置に配置された状態のときに、少なくとも１つの蓄
電池装置、少なくとも１つの外部ユニット、特に携帯可能なモバイル無線機器、たとえば
携帯電話、スマートフォン、タブレットなど、少なくとも１つの携帯可能な工作機械など
へも電気エネルギーを伝送するために意図されるのが好ましい。さらに、充電装置は保管
装置に組み込まれているのが好ましい。
【０００８】
　センサ装置は、作業衣類のエネルギー蓄積器ユニットの、特に作業衣類のそれぞれの作
業衣類部分のエネルギー蓄積器ユニットの、少なくとも１つの充電状態特性量を検出する
ために意図されるのが好ましい。さらにセンサ装置は、当業者に有意義と思われる作業衣
類のそれ以外の特性量を検出するために意図されることが考えられ、たとえば保管装置お
よび／または充電装置における作業衣類の正しい配置などを検出するために意図される。
【０００９】
　「充電装置は、保管装置に配置可能である作業衣類のさまざまな作業衣類部分を充電す
るために意図される」とは、ここでは特に、充電装置が作業衣類のさまざまな構成要素へ
、たとえば作業手袋、防護ヘルメット、手袋、作業ズボン、防護眼鏡、ベルト、および／
または当業者に有意義と思われるそれ以外の作業衣類の作業衣類部分へ、少なくとも電気
エネルギーをただ１つの充電装置を用いて伝送可能であるように構成されることを意味す
るものとする。このとき、特に作業衣類のさまざまな作業衣類部分が保管装置に配置され
た状態のときに、作業衣類のすべての作業衣類部分を充電装置によって同時に充電可能で
あることが考えられる。本発明に基づく本発明の構成により、作業衣類のさまざまな作業
衣類部分の快適な充電可能性を可能にする保管システムを提供することができるという利
点がある。このようにして、作業衣類のさまざまな作業衣類部分の個々のエネルギー蓄積
器ユニットを充電するために利用可能である、集中式の保管システムを具体化できるとい
う利点がある。快適に操作および装備することができる保管システムを具体化できるとい
う利点がある。このようにして作業衣類の着用者は、特に作業衣類のさまざまな作業衣類
部分が保管装置に配置された状態のときに、自分の作業衣類全体にただ１つの保管システ
ムで電気エネルギーを供給することができるという利点がある。
【００１０】
　さらに保管装置は、防護ヘルメットとして構成された作業衣類の少なくとも１つの作業
衣類部分を中に配置可能である少なくとも１つの防護ヘルメット保管ユニットを含んでい
ることが提案され、防護ヘルメットの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットを充電
するために充電装置の少なくとも１つの防護ヘルメット充電ユニットが防護ヘルメット保
管ユニットに配置されており、特に防護ヘルメット保管ユニットに組み込まれている。防
護ヘルメット充電ユニットは、無接触式の防護ヘルメット充電ユニットとして、特に誘導
式防護ヘルメット充電ユニットとして構成されるのが好ましい。本発明に基づく構成によ
り、防護ヘルメットとして構成された作業衣類の作業衣類部分を快適に保管および充電す
ることができるという利点がある。
【００１１】
　さらに保管装置は、手袋ペアとして構成された作業衣類の少なくとも１つの作業衣類部
分を中に配置可能である少なくとも１つの手袋保管ユニットを含んでいることが提案され
、手袋ペアの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットを充電するために充電装置の少
なくとも１つの手袋充電ユニットが手袋保管ユニットに配置されており、特に手袋保管ユ
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ニットに組み込まれている。手袋充電ユニットは、無接触式の手袋充電ユニットとして、
特に誘導式手袋充電ユニットとして構成されるのが好ましい。本発明に基づく構成により
、手袋ペアとして構成された作業衣類の作業衣類部分を快適に保管および充電することが
できるという利点がある。
【００１２】
　さらに保管装置は、作業靴ペアとして構成された作業衣類の少なくとも１つの作業衣類
部分を中に配置可能である少なくとも１つの作業靴保管ユニットを含んでいることが提案
され、作業靴ペアの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットを充電するために充電装
置の少なくとも１つの作業靴充電ユニットが作業靴保管ユニットに配置されており、特に
作業靴保管ユニットに組み込まれている。作業靴充電ユニットは、無接触式の作業靴充電
ユニットとして、特に誘導式作業靴充電ユニットとして構成されるのが好ましい。さらに
保管装置は、当業者に有意義と思われるそれ以外の保管ユニット、たとえば作業ベルト保
管ユニット、作業靴下保管ユニット、作業下着保管ユニットなどを含んでいることが考え
られ、相応の作業衣類部分のエネルギー蓄積器ユニットを充電するために充電装置のそれ
ぞれ１つの充電ユニットがそれぞれの別の保管ユニットに配置される。本発明に基づく構
成により、作業靴ペアとして構成された作業衣類の作業衣類部分を快適に保管および充電
することができるという利点がある。
【００１３】
　さらに保管装置は、防護眼鏡として構成された作業衣類の少なくとも１つの作業衣類部
分を中に配置可能である少なくとも１つの防護眼鏡保管ユニットを含んでいることが提案
され、防護眼鏡の少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットにエネルギー供給するため
に充電装置の少なくとも１つの防護眼鏡充電ユニットが防護眼鏡保管ユニットに配置され
ており、特に防護眼鏡保管ユニットに組み込まれている。防護眼鏡充電ユニットは、無接
触式の防護眼鏡充電ユニットとして、特に誘導式防護眼鏡充電ユニットとして構成される
のが好ましい。本発明に基づく構成により、防護眼鏡として構成された作業衣類の作業衣
類部分を快適に保管および充電することができるという利点がある。
【００１４】
　好適には充電装置は、特に工作機械蓄電池装置および／または外部ユニットが保管装置
に配置された状態のときに、少なくとも１つの工作機械蓄電池装置および／または外部ユ
ニットの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットを充電するために意図されることが
提案される。そのために充電装置は、少なくとも１つの工作機械蓄電池充電ユニットおよ
び／または外部ユニットを充電するための充電ユニットを含んでいるのが好ましい。さら
に保管装置は、少なくとも１つの工作機械保管ユニットおよび／または外部ユニットを保
管するための保管ユニットを含んでいるのが好ましい。工作機械蓄電池充電ユニットおよ
び／または外部ユニットを充電するための充電ユニットは、工作機械保管ユニットおよび
／または外部ユニットを保管するための保管ユニットに組み込まれるのが好ましい。外部
ユニットは、たとえば携帯電話、スマートフォン、タブレットなどのような携帯可能なモ
バイル無線機器として構成されているのが好ましい。しかしながら外部ユニットが、当業
者に有意義と思われるそれ以外の構成を有することも考えられる。本発明に基づく構成に
より、保管システムの広い利用幅を具体化できるという利点がある。
【００１５】
　さらに保管システムは、特に作業衣類が保管装置に配置された少なくとも１つの状態の
ときに、少なくとも作業衣類と電子データを交換するための少なくとも１つの通信装置を
含んでいることが提案される。通信装置は、ケーブルレス式の通信装置として構成される
のが好ましい。このとき通信装置はＷＬＡＮ通信装置、ブルートゥース（登録商標）通信
装置、無線通信装置、ＲＦＩＤ通信装置、ＮＦＣ装置、赤外通信装置、移動無線網通信装
置、ＺｉｇＢｅｅ通信装置などとして構成されていてよい。通信装置は双方向のデータ伝
送のために意図されるのが特別に好ましい。別案の実施形態では、通信装置はケーブル式
の通信装置として構成され、たとえばＬＡＮ通信装置、ＵＳＢ通信装置、Ｐｏｗｅｒｌｉ
ｎｅ通信装置、Ｃａｎｂｕｓ通信装置、イーサネット（登録商標）通信装置、ツイストペ
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アケーブル通信装置（ＣＡＴ５またはＣＡＴ６）などとして構成される。しかしながら通
信装置は、ケーブルレス式またはケーブル式の通信の代替として、ケーブルレス式および
ケーブル式の通信のために意図されることも考えられる。本発明に基づく構成により、作
業衣類を監視するための電子データの交換を可能にできるという利点がある。
【００１６】
　さらに、通信装置によって作業衣類と外部ユニットとの間で電子データを交換可能であ
ることが提案される。外部ユニットはスマートフォン、パーソナルコンピュータ、ラップ
トップ、ネットブック、タブレット、会社中枢コンピュータ、携帯可能な工作機械、出力
ユニット、たとえばスピーカ、あるいは当業者に有意義と思われるそれ以外の外部ユニッ
トとして構成されていてよい。スマートフォン、パーソナルコンピュータ、ラップトップ
、ネットブック、またはタブレットとしての構成では、通信装置との通信のためのアプリ
ケーションが意図されるのが好ましい。しかしながら外部ユニットは、外部の携帯型の操
作ユニット、操作者の作業場で固定的に設置された操作ユニット、たとえば会社設定／安
全規定に従って中央から制御できる、室内に固定的に設置された利用場所の同期化ユニッ
ト、あるいは当業者に有意義と思われるそれ以外の集中型または分散型の操作ユニット、
入力ステーション、および／または集中型もしくは分散型のターミナルとして構成される
ことも考えられる。このようにして、電子データの同期化を可能にできるという利点があ
る。たとえば、センサ装置のセンサ素子によって作業衣類の１つの作業衣類部分の存在が
認識されると、通信装置と外部ユニットとの間の接続が少なくとも部分的に自動式に構築
される。そのようにして、外部ユニットに保存されている調整内容を作業衣類の作業衣類
部分へ直接伝送可能であり、および／または作業衣類の作業衣類部分から外部ユニットへ
伝送可能であるのが好ましい。これは個別的な調整内容または会社の設定事項であってよ
い。本発明に基づく構成により、作業衣類の特性量の個別的な調整を可能にできるという
利点がある。さらに、作業衣類および／または保管システムの機能の集中的な制御を可能
にできるという利点がある。さらに、充電プロセス中にソフトウェアの更新を行うことが
でき、あるいは電子データのデータバックアップの作成を行えるという利点がある。この
とき、データ伝送がまだ完了していない限り、および／または充電プロセスが終了してい
ない限り、エラー回避のために保管システムの開放を禁止可能にすることが考えられる。
【００１７】
　さらに、作業衣類の使用期間および／または消耗度を定義する電子データを通信装置に
よって交換可能であることが提案され、使用期間および／または消耗度は作業衣類の少な
くとも１つのセンサユニットおよび／またはセンサ装置によって検出可能である。このよ
うにして、所定の最大の耐用期間に達した後、および／または最大の消耗度に達した後、
作業衣類の取替を指図することができるという利点がある。それにより、作業衣類が着用
者にとって信頼度の高い防護機能を可能にすることを確保できるという利点がある。
【００１８】
　さらに、作業衣類の着用者の利用者固有の特性量を定義する電子データを通信装置によ
って交換可能であることが提案され、利用者固有の特性量は作業衣類の少なくとも１つの
センサユニットにより検出可能である。「利用者固有の特性量」とは、ここでは特に、作
業衣類の着用者の行動および／または着用期間に依存する、作業衣類の着用者の少なくと
も１つの生体値を定義する特性量を意味するものとする。このとき利用者固有の特性量は
、利用者固有の作業衣類負荷、着用者負荷、たとえば騒音負荷および／または収縮負荷、
作業衣類の着用者の脈拍、作業衣類の着用者の体温、作業衣類の着用者の疲労特性量、着
用者アライメント特性量、作業衣類運動特性量、あるいは当業者に有意義と思われるそれ
以外の利用者固有の特性量として構成されていてよい。本発明に基づく構成により、着用
者の作業時間依存的な追加報酬を具体化できるという利点がある。たとえば作業衣類の着
用者のシフト時間中または労働時間中に記録された振動（振動暴露）を通信装置を介して
中央の事務所へ通信することができ、それにより、着用者に相応の割増金を支給できると
いう利点がある。
【００１９】
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　さらに保管システムは、個別的な利用者入力に依存して、および／または通信装置によ
り交換された電子データに依存して、作業衣類の少なくとも１つの特性量を調整するため
に意図される少なくとも１つの制御装置および／または調節装置を含んでいることが提案
される。「制御装置および／または調節装置」とは、特に、少なくとも１つの制御エレク
トロニクスを備えた装置を意味するものとする。「制御エレクトロニクス」とは、特に、
プロセッサユニットおよび記憶装置ユニットならびに記憶装置ユニットに保存された動作
プログラムを備えたユニットを意味するものとする。本発明に基づく構成により、特に作
業衣類の充電プロセス中に、着用者の個別的な必要性に合わせた作業衣類の調整の適合化
を行うことができるという利点がある。このとき、作業衣類の少なくとも１つの特性量の
調整を中央の事務所から行うことができるという利点があり、および／または作業衣類の
着用者が通信装置と外部ユニットとの協働作用を用いて少なくとも１つの特性量の調整を
行えるという利点がある。
【００２０】
　さらに保管システムは、センサ装置により検出される少なくとも１つの特性量に依存し
て、および／または通信装置により交換される電子データに依存して、作業衣類の乾燥プ
ロセスおよび／または洗浄プロセスを実行するために意図される少なくとも１つの乾燥装
置および／または洗浄装置を含んでいることが提案される。このようにして、少なくとも
半自動式の乾燥プロセスおよび／または洗浄プロセスを実現できるという利点がある。そ
のようにして、作業衣類の確実な利用可能性を実現できるという利点がある。
【００２１】
　さらに保管システムは、作業衣類の少なくとも１つの状態の情報を出力するための少な
くとも１つの出力装置を含んでいることが提案される。このとき出力装置は光学式、触覚
式、および／または音響式に構成されていてよい。出力装置は少なくとも光学式の出力装
置として構成されるのが好ましい。本発明に基づく構成により着用者に状態通知を行える
という利点があり、そのようにして特に作業衣類が保管装置に配置されている状態のとき
、作業衣類の状態に関して着用者に情報提供可能であるという利点がある。
【００２２】
　保管システムの代替的な実施形態では、少なくとも１つの保管装置が可動式に施工され
ており、または、可動式のユニットに組み込まれることが提案される。このとき保管装置
は少なくとも１つの可動式のユニットを有しており、これによって保管方向が可動である
ことが考えられる。このとき可動式のユニットはローラユニット、チェーンユニット、エ
アクッションユニット、磁気ユニット、あるいは当業者に有意義と思われるそれ以外の可
動式のユニットとして構成されていてよい。可動式のユニットは、保管装置が中に組み込
まれている搬送用車両、たとえば乗用車、商用車、トラックなどとして構成されるのが好
ましい。保管システムのすべての装置が可動式に製作され、または可動式のユニットに組
み込まれるのが特別に好ましい。そのようにして保管システム全体が可動式に施工され、
または可動式のユニットに組み込まれるのが好ましい。本発明に基づく構成により、保管
システムの利用場所に関して高いフレキシビリティを実現できるという利点がある。
【００２３】
　さらに、特に本発明による保管システムのための充電装置が提案され、充電装置は、作
業衣類の少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットへ電気エネルギーを特に無接触式に
伝送するために少なくとも意図される。充電装置は、作業衣類のさまざまな作業衣類部分
へ電気エネルギーを特に無接触式に伝送するために意図されるのが好ましい。そのように
して、広い利用幅を有する充電装置を提供できるという利点がある。
【００２４】
　このとき本発明による保管システムおよび／または本発明による充電装置は、上に記述
した用途や実施形態だけに限定されるものではない。特に、本発明による保管システムお
よび／または本発明による充電装置は、ここに記載されている機能形態を満たすために、
ここに挙げている個々の部材、コンポーネント、およびユニットの数とは異なる数を有す
ることができる。さらに、ここでの開示に掲げられている値範囲では、挙げられている限
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度の範囲内にある値も開示されているものとみなされ、任意に適用可能であるとみなされ
る。
【００２５】
　その他の利点は以下の図面の説明から明らかとなる。図面には本発明の３つの実施例が
示されている。図面、発明の詳細な説明、および特許請求の範囲は数多くの構成要件を組
合せの形で含んでいる。当業者は、これらの構成要件を目的に即して単独で考察し、有意
義な別の組合せをなすようにまとめることもできる。
【図面の簡単な説明】
【００２６】
【図１】互いに結合された多数の保管装置を有する、本発明による保管システムを示す模
式的な図である。
【図２】本発明による保管システムの保管装置のうちの１つの防護ヘルメット保管ユニッ
トを模式図として示す詳細図である。
【図３】本発明による保管システムの保管装置のうちの１つの手袋保管ユニットを模式図
として示す詳細図である。
【図４】本発明による保管システムの保管装置のうちの１つの防護眼鏡保管ユニットを模
式図として示す詳細図である。
【図５】本発明による保管システムの保管装置のうちの１つの作業上着保管ユニットを模
式図として示す詳細図である。
【図６】本発明による保管システムの保管装置のうちの１つの作業靴保管ユニットを模式
図として示す詳細図である。
【図７】本発明による保管システムの保管装置のうちの１つの作業靴保管ユニットを模式
図として示す別の詳細図である。
【図８】本発明による代替的な保管システムを示す模式的な図である。
【図９】本発明による別の代替的な保管システムを示す模式的な図である。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　図１は、作業衣類保管システムとして構成された保管システム１０ａを示している。こ
の保管システム１０ａは、少なくとも作業衣類１４ａを保管するための少なくとも１つの
保管装置１２ａを含んでいる。ここでは保管装置１２ａはロッカーとして構成されている
。全体として保管システム１０ａは多数の保管装置１２ａを有しており、これらは少なく
とも実質的に同様の構成を有している。このようにして保管システム１０ａがロッカーシ
ステムとして構成されている。図１に示す保管システム１０ａでは、保管装置１２ａは互
いに直接的に結合される。しかしながら、保管装置１２ａが互いに相対的に間隔をおいて
配置されることも考えられ、互いに相対的に間隔をおく保管装置１２ａの通信も考えられ
る。
【００２８】
　さらに保管システム１０ａは、作業衣類１４ａの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユ
ニット１８ａ，２０ａ，２２ａ，２４ａ，２６ａに少なくとも電気エネルギーを伝送する
ために意図される、少なくとも１つのケーブル式および／またはケーブルレス式の充電装
置１６ａと、作業衣類１４ａの少なくとも１つの特性量を少なくとも検出するための少な
くとも１つのセンサ装置２８ａとを含んでいる。センサ装置２８ａは、特に、作業衣類１
４ａが保管装置１２ａに配置された状態のときに、作業衣類１４ａの少なくとも１つの特
性量を検出するために意図される。充電装置１６ａは、少なくとも作業衣類１４ａが保管
装置１２ａに配置された状態のときに、少なくとも電気エネルギーを作業衣類１４ａの少
なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット１８ａ，２０ａ，２２ａ，２４ａ，２６ａに伝
送するために意図される。充電装置１６ａは保管装置１２ａに組み込まれている。保管装
置１２ａは、作業衣類１４ａのさまざまな作業衣類部分３０ａ，３２ａ，３４ａ，３６ａ
，３８ａを保管するために意図される。すなわち充電装置１６ａは、保管装置１２ａに配
置可能である作業衣類１４ａのさまざまな作業衣類部分３０ａ，３２ａ，３４ａ，３６ａ
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，３８ａを充電するために意図される。ここでは充電装置１６ａは特に誘導式充電装置と
して構成されており、充電装置１６ａは二次コイルユニットを有しており、作業衣類１４
ａは、特に作業衣類１４ａの個々の作業衣類部分３０ａ，３２ａ，３４ａ，３６ａ，３８
ａは、一次コイルユニットを有している。充電装置１６ａは保管システム１０ａから独立
して構成されていてもよく、独立して利用することもできる。ここでは充電装置１６ａは
、作業衣類１４ａの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット１８ａ，２０ａ，２２ａ
，２４ａ，２６ａへ電気エネルギーを特に無接触式に伝送するために少なくとも意図され
る。
【００２９】
　保管装置１２ａは、防護ヘルメットとして構成された作業衣類１４ａの少なくとも１つ
の作業衣類部分３０ａを中に配置可能である少なくとも１つの防護ヘルメット保管ユニッ
ト４０ａを含んでおり、防護ヘルメットの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット１
８ａを充電するために、充電装置１６ａの少なくとも１つの防護ヘルメット充電ユニット
４２ａが防護ヘルメット保管ユニット４０ａに配置されている（図１および２）。防護ヘ
ルメットのエネルギー蓄積器ユニット１８ａは、防護ヘルメットの電気コンポーネントお
よび／または電子コンポーネントにエネルギー供給をするために意図されており、たとえ
ば防護ヘルメットの照明ユニット、防護ヘルメットのセンサユニット、防護ヘルメットの
データ伝送ユニット、防護ヘルメットの出力ユニット、防護ヘルメットの能動的な聴覚保
護ユニット、防護ヘルメットの暖房ユニットなどにエネルギー供給をするために意図され
ている。防護ヘルメット保管ユニット４０ａは、防護ヘルメットを中に配置可能である防
護ヘルメット保管シェルとして意図される。ここでは防護ヘルメット保管ユニット４０ａ
は、保管装置１２ａの上側の整理棚に配置されている。しかしながら防護ヘルメット保管
ユニット４０ａが、当業者に有意義と思われるそれ以外の構成および／または配置を有す
ることも考えられる。防護ヘルメット充電ユニット４２ａは誘導式防護ヘルメット充電ユ
ニットとして構成されている。防護ヘルメットは、ここでは防護ヘルメット充電ユニット
４２ａと対応する充電ユニットを有している。すなわち防護ヘルメットのエネルギー蓄積
器ユニット１８ａは、防護ヘルメットが防護ヘルメット保管ユニット４０ａに配置された
状態のとき、誘導式充電プロセスによって充電可能である。ここでは防護ヘルメット充電
ユニット４２ａと防護ヘルメットの充電ユニットとは、防護ヘルメット保管ユニット４０
ａに防護ヘルメットが配置される結果として相互に接続可能であり、特に無接触式に相互
に接続可能であり、たとえば誘導式に相互に接続可能である。しかしながら、防護ヘルメ
ット充電ユニット４２ａが接触充電ユニットとして構成され、防護ヘルメットが、互いに
対応するように構成された対応接触充電ユニットを有することも考えられる。
【００３０】
　さらに保管装置１２ａは、手袋ペアとして構成された作業衣類１４ａの少なくとも１つ
の作業衣類部分３２ａを中に配置可能である少なくとも１つの手袋保管ユニット４４ａを
含んでおり、手袋ペアの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット２０ａを充電するた
めに、充電装置１６ａの少なくとも１つの手袋充電ユニット４６ａが手袋保管ユニット４
４ａに配置されている（図１および３）。手袋ペアのエネルギー蓄積器ユニット２０ａは
、手袋ペアの電気コンポーネントおよび／または電子コンポーネントにエネルギー供給を
するために意図されており、たとえば手袋ペアの照明ユニット、手袋ペアのセンサユニッ
ト、手袋ペアのデータ伝送ユニット、手袋ペアの暖房ユニットなどにエネルギー供給をす
るために意図されている。手袋保管ユニット４４ａはクランプユニットおよび／または係
止ユニットとして構成されており、これを用いて手袋ペアは保管装置１２ａに配置可能で
ある。ここでは手袋ペアのそれぞれ１つの手袋は、手袋保管ユニット４４ａのクランプ部
材および／または係止部材により保管装置１２ａへ配置可能であり、特にクランプ固定可
能および／または係止固定可能である。手袋保管ユニット４４ａは保管装置１２ａの閉止
ユニット７２ａの閉止部材７０ａに配置され、特に、保管装置１２ａの閉止された状態の
とき保管装置１２ａの保管空間のほうを向く閉止部材７０ａの内面に配置される。閉止部
材７０ａは、保管装置１２ａの保管空間を閉止するために意図される、旋回可能に支承さ
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れたロッカー扉として構成される。しかしながら手袋保管ユニット４４ａが、たとえば磁
石保持ユニットとしての構成など、当業者に有意義と思われるそれ以外の構成および／ま
たは配置を有することも考えられる。手袋充電ユニット４６ａは誘導式手袋充電ユニット
として構成されている。
【００３１】
　ここでは手袋ペアは、特に手袋ペアの各々の手袋は、手袋充電ユニット４６ａと対応す
る充電ユニットを有している。そのようにして、手袋ぺアが手袋保管ユニット４４ａに配
置された状態のとき、手袋ペアのエネルギー蓄積器ユニット２０ａを誘導式充電プロセス
によって充電可能である。ここでは手袋充電ユニット４６ａと手袋ペアの充電ユニットと
は、手袋保管ユニット４４ａに手袋ペアが配置される結果として相互に接続可能であり、
特に無接触式に相互に接続可能であり、たとえば誘導式に相互に接続可能である。しかし
ながら、手袋充電ユニット４６ａが接触充電ユニットとして構成され、手袋ペアが、互い
に対応するように構成された対応接触充電ユニットを有することも考えられる。
【００３２】
　さらに保管装置１２ａは、防護眼鏡として構成された作業衣類１４ａの少なくとも１つ
の作業衣類部分３６ａを中に配置可能である少なくとも１つの防護眼鏡保管ユニット５２
ａを含んでおり、防護眼鏡の少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット２４ａへエネル
ギー供給をするために、充電装置１６ａの少なくとも１つの防護眼鏡充電ユニット５４ａ
が防護眼鏡保管ユニット５２ａに配置されている（図１および４）。防護眼鏡のエネルギ
ー蓄積器ユニット２４ａは、防護眼鏡の電気コンポーネントおよび／または電子コンポー
ネントにエネルギー供給をするために意図されており、たとえば防護眼鏡の照明ユニット
、防護眼鏡のセンサユニット、防護眼鏡のデータ伝送ユニット、防護眼鏡の出力ユニット
などにエネルギー供給をするために意図されている。防護眼鏡保管ユニット５２ａは防護
眼鏡収容仕切として構成されており、これによって防護眼鏡は保管装置１２ａへ配置可能
である。ここでは防護眼鏡保管ユニット５２ａは閉止部材７０ａに配置されており、特に
、保管装置１２ａの閉止された状態のとき保管空間のほうを向く閉止部材７０ａの内面に
配置される。しかしながら防護眼鏡保管ユニット５２ａが、当業者に有意義と思われるそ
れ以外の構成および／または配置を有することも考えられる。防護眼鏡充電ユニット５４
ａは誘導式防護眼鏡充電ユニットとして構成されている。ここでは防護眼鏡は、防護眼鏡
充電ユニット５４ａと対応する充電ユニットを有している。そのようにして、防護眼鏡が
防護眼鏡保管ユニット５２ａに配置された状態のとき、防護眼鏡のエネルギー蓄積器ユニ
ット２４ａは誘導式充電プロセスによって充電可能である。ここでは防護眼鏡充電ユニッ
ト５４ａと防護眼鏡の充電ユニットとは、防護眼鏡保管ユニット５２ａに防護眼鏡が配置
される結果として相互に接続可能であり、特に無接触式に相互に接続可能であり、たとえ
ば誘導式に相互に接続可能である。しかしながら、防護眼鏡充電ユニット５４ａが接触充
電ユニットとして構成され、防護眼鏡が、互いに対応するように構成された対応接触充電
ユニットを有することも考えられる。
【００３３】
　さらに保管装置１２ａは、作業上着として構成された作業衣類１４ａの少なくとも１つ
の作業衣類部分３８ａを配置可能である少なくとも１つの作業上着保管ユニット７４ａを
含んでおり、作業上着の少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット２６ａを充電するた
めに、充電装置１６ａの少なくとも１つの作業上着充電ユニット７６ａが作業上着保管ユ
ニット７４ａに配置されている（図１および５）。作業上着のエネルギー蓄積器ユニット
２６ａは、作業上着の電気コンポーネントおよび／または電子コンポーネントにエネルギ
ー供給をするために意図されており、たとえば作業上着の照明ユニット、作業上着のセン
サユニット６２ａ、作業上着のデータ伝送ユニット、作業上着の出力ユニットなどにエネ
ルギー供給をするために意図されている。作業上着保管ユニット７４ａは衣料用ハンガー
・衣料用バーユニットとして構成されており、これらを用いて作業上着を保管装置１２ａ
に配置可能である。作業上着保管ユニット７４ａがその代替または追加として、作業ズボ
ンまたは作業ベストとして構成された作業衣類１４ａの作業衣類部分（ここには詳しく図
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示せず）を保管するために意図され、および／または作業上着充電ユニット７６ａは、作
業ズボンまたは作業ベストとして構成された作業衣類１４ａの作業衣類部分（ここには詳
しく図示せず）のエネルギー蓄積器ユニットを充電するために意図されることも考えられ
る。作業上着保管ユニット７４ａは、保管装置１２ａの保管空間に配置されている。しか
しながら、作業上着保管ユニット７４ａが当業者に有意義と思われるそれ以外の構成およ
び／または配置を有することも考えられる。作業上着充電ユニット７６ａは誘導式作業上
着充電ユニットとして構成されている。ここでは作業上着は、作業上着充電ユニット７６
ａと対応する充電ユニットを有している。そのようにして、作業上着が作業上着保管ユニ
ット７４ａに配置された状態のとき、作業上着のエネルギー蓄積器ユニット２６ａは誘導
式充電プロセスによって充電可能である。ここでは作業上着充電ユニット７６ａと作業上
着の充電ユニットとは、作業上着保管ユニット７４ａに作業上着が配置される結果として
相互に接続可能であり、特に無接触式に相互に接続可能であり、たとえば誘導式に相互に
接続可能である。しかしながら、作業上着充電ユニット７６ａが接触充電ユニットとして
構成され、作業上着が、互いに対応するように構成された対応接触充電ユニットを有する
ことも考えられる。
【００３４】
　さらに保管装置１２ａは、作業靴ペアとして構成された作業衣類１４ａの少なくとも１
つの作業衣類部分３４ａを中に配置可能である少なくとも１つの作業靴保管ユニット４８
ａを含んでおり、作業靴ペアの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット２２ａを充電
するために、充電装置１６ａの少なくとも１つの作業靴充電ユニット５０ａが作業靴保管
ユニット４８ａに配置されている（図１，６および７）。作業靴ペアのエネルギー蓄積器
ユニット２２ａは、作業靴ペアの電気コンポーネントおよび／または電子コンポーネント
にエネルギー供給をするために意図されており、たとえば作業靴ペアの照明ユニット、作
業靴ペアのセンサユニット、作業靴ペアのデータ伝送ユニット、作業靴ペアの出力ユニッ
トなどにエネルギー供給をするために意図されている。作業靴保管ユニット４８ａは作業
靴棚として構成されており、その中に作業靴ペアを配置可能である。作業靴保管ユニット
４８ａは少なくとも１つの弓形の作業靴保持部材７８ａを有しており、これに作業靴ペア
の作業靴が、作業靴保管ユニット４８へ配置された状態のとき当接する。全体として、作
業靴保管ユニット４８ａは少なくとも２つの弓形の作業靴保持部材７８ａを有しており、
作業靴ペアのそれぞれ１つの作業靴が、作業靴保管ユニット４８ａに配置された状態のと
き、弓形の作業靴保持部材７８ａのうちの１つに当接し、特にそれぞれの作業靴のかかと
領域をもって当接する。ここでは作業靴保管ユニット４８ａは、保管装置１２ａの保管空
間に配置されている。しかしながら、作業靴保管ユニット４８ａが当業者に有意義と思わ
れるそれ以外の構成および／または配置を有することも考えられる。
【００３５】
　作業靴充電ユニット５０ａは誘導式作業靴充電ユニットとして構成されている。ここで
は作業靴ペアは、特に作業靴ペアの各々の作業靴は、作業靴充電ユニット５０ａと対応す
る充電ユニットを有している。そのようにして、作業靴ペアが作業靴保管ユニット４８ａ
に配置された状態のとき、作業靴ペアのエネルギー蓄積器ユニット２２ａは誘導式充電プ
ロセスによって充電可能である。作業靴充電ユニット５０ａは、ここでは弓形の作業靴保
持部材７８ａに配置され、または作業靴充電ユニット５０ａおよび／または作業靴保管ユ
ニット４８ａの底面プレートに配置される。作業靴充電ユニット５０ａと作業靴ペアの充
電ユニットとは、作業靴保管ユニット４８ａに作業靴ペアが配置される結果として相互に
接続可能であり、特に無接触式に相互に接続可能であり、たとえば誘導式に相互に接続可
能である。しかしながら、作業靴充電ユニット５０ａが接触充電ユニットとして構成され
、作業靴ペアが、互いに対応するように構成された対応接触充電ユニットを有することも
考えられる。
【００３６】
　さらに充電装置１６ａは、少なくとも１つの工作機械蓄電池装置５６ａおよび／または
外部ユニット５８ａの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットを充電するために意図
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される。充電装置１６ａは、少なくとも１つの工作機械蓄電池装置５６ａおよび／または
外部ユニット５８ａの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットを、保管装置１２ａに
配置された状態のときに充電するために意図される。そのために充電装置１６ａは、少な
くとも１つの工作機械蓄電池充電ユニット８４ａおよび／または外部ユニット５８ａを充
電するための少なくとも１つの充電ユニット８６ａを含んでいる。さらに保管装置１２ａ
は、少なくとも１つの工作機械蓄電池収容ユニット８０ａおよび／または外部ユニット５
８ａを保管するための少なくとも１つの保管ユニット８２ａを含んでいる。工作機械蓄電
池充電ユニット８４ａは、工作機械蓄電池収容ユニット８０ａに配置されている。外部ユ
ニット５８ａを充電するための充電ユニット８６ａは、外部ユニット５８ａを保管するた
めの保管ユニット８２ａに配置されている。ここでは工作機械蓄電池充電ユニット８４ａ
および／または外部ユニット５８ａを充電するための充電ユニット８６ａは、誘導式充電
ユニットとして構成されている。しかしながら工作機械蓄電池充電ユニット８４ａおよび
／または外部ユニット５８ａを充電するための充電ユニット８６ａが、接触充電ユニット
として構成されることも考えられる。
【００３７】
　さらに保管システム１０ａは、少なくとも作業衣類１４ａと電子データを交換するため
の少なくとも１つの通信装置６０ａを含んでいる。通信装置６０ａは、作業衣類１４ａと
電子データをケーブルレス式に交換するために意図される。このとき通信装置６０ａによ
り、作業衣類１４ａと外部ユニット５８ａとの間で電子データが交換可能である。さらに
通信装置６０ａにより、作業衣類１４ａの使用期間および／または消耗度を定義する電子
データが交換可能であり、使用期間および／または消耗度は作業衣類１４ａの少なくとも
センサユニット６２によって、および／またはセンサ装置２８ａによって検出可能である
。さらに通信装置６０ａにより、作業衣類１４ａの着用者の利用者固有の特性量を定義す
る電子データを交換可能であり、利用者固有の特性量は少なくとも作業衣類１４ａのセン
サユニット６２ａによって検出可能である。
【００３８】
　さらに保管システム１０ａは、個別的な利用者入力に依存して、および／または通信装
置６０ａにより交換された電子データに依存して、作業衣類１４ａの少なくとも１つの特
性量を調整するために意図される少なくとも１つの制御装置および／または調節装置６４
ａを含んでいる。このようにして、着用者および／または使用分野に合わせた作業衣類１
４ａの個別的な適合化を、特に少なくとも半自動式に行うことができる。
【００３９】
　さらに保管システム１０ａは、センサ装置２８ａにより検出された少なくとも１つの特
性量に依存して、および／または通信装置６０ａにより交換された電子データに依存して
、作業衣類１４ａの乾燥プロセスおよび／または洗浄プロセスを実行するために意図され
る、少なくとも１つの乾燥装置および／または洗浄装置６６ａを含んでいる。このとき作
業衣類１４ａのセンサユニット６２ａは、少なくとも１つの湿度センサ素子（ここには詳
しくは図示せず）を含んでいて、これにより作業衣類１４ａの水分として構成される特性
量を検出可能であり、この特性量を通信装置６０ａによって保管システム１０ａへ伝送可
能であることが考えられ、作業衣類１４ａの水分として構成される特性量の値に依存して
乾燥プロセスおよび／または洗浄プロセスが実行可能である。さらに乾燥プロセスおよび
／または洗浄プロセスは、保管システム１０ａの入力装置８８ａにより入力される作業衣
類１４ａの着用者の希望に依存して実行可能であることが考えられる。乾燥プロセスおよ
び／または洗浄プロセスを実行するために当業者に有意義と思われるそれ以外のプロセス
も同じく考えられ、たとえば、通信装置６０ａによる保管システム１０ａと外部ユニット
５８ａとの通信の結果などとしてのそれ以外のプロセスが考えられる。さらに入力装置８
８ａは、保管装置１２ａの閉止ユニットを作動させるために意図されていてよい。
【００４０】
　さらに保管システム１０ａは、作業衣類１４ａの少なくとも１つの状態の情報を出力す
るための少なくとも１つの出力装置６８ａを含んでいる。このとき出力装置６８ａは光学
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式、触覚式、および／または音響式の出力装置として構成されていてよい。さらに、出力
装置６８ａは少なくとも部分的に入力装置８８ａと一体的に構成されることが考えられ、
それは特に、接触感度のあるディスプレイ装置として入力装置８８ａが構成されている場
合である。出力装置６８ａは、充電装置１６ａの充電プロセスの状態、および作業衣類１
４ａのエネルギー蓄積器ユニット１８ａ，２０ａ，２２ａ，２４ａ，２６ａの充電状態、
ならびに工作機械蓄電池装置５６ａおよび外部ユニット５８ａのエネルギー蓄積器ユニッ
トの充電状態を、特に作業衣類１４ａならびに工作機械蓄電池装置５６ａおよび外部ユニ
ット５８ａが充電装置１６ａおよび／または保管装置１２ａに配置された状態のときに、
出力するために少なくとも意図される。ここでは出力装置６８ａは、充電装置１６ａの対
応する充電ユニットに配置された出力部材を有している。さらに出力装置６８ａは、たと
えば閉止状態、乾燥状態および／または洗浄状態、作業衣類１４ａのどの作業衣類部分３
０ａ，３２ａ，３４ａ，３６ａ，３８ａが保管装置１２ａに配置されているかに関する状
態など、保管装置１２ａの状態を出力するために意図される。そのために、出力装置６８
ａの少なくとも１つの光学式の出力部材、特に発光部材、たとえばＬＥＤやランプなどが
、保管装置１２ａの外面に配置されている。さらに、少なくとも部分的に入力装置８８ａ
を形成する、出力装置６８ａの接触感度のあるディスプレイ装置が内面で、特に閉止部材
７０ａの内面で、保管装置１２ａに配置される。当業者に有意義と思われるそれ以外の出
力装置６８ａの出力部材も同じく考えられ、このとき当業者は、自身にとって有意義な別
の出力部材の配置を行う。
【００４１】
　図８および９には、本発明の別の実施例が示されている。以下の説明および図面は、基
本的に各実施例の間の相違点だけに限定しており、同じ名称のコンポーネントに関しては
、特に同じ符号をもつコンポーネントに関しては、原則として特に図１から７の他の実施
例の図面および／または説明も参照することができる。各実施例を区別するために、図１
から７の実施例の符号にはアルファベットａが後置されている。図８および９の実施例で
は、アルファベットａがアルファベットｂおよびｃで置き換えられている。
【００４２】
　図８は、少なくとも作業衣類１４ｂを保管するための少なくとも１つの保管装置１２ｂ
と、作業衣類１４ｂの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット１８ｂ，２０ｂ，２２
ｂ，２４ｂ，２６ｂに少なくとも電気エネルギーを伝送するために意図される少なくとも
１つのケーブル式および／またはケーブルレス式の充電装置１６ｂと、作業衣類１４ｂの
少なくとも１つの特性量を少なくとも検出するための少なくとも１つのセンサ装置２８ｂ
とを含む、別案の保管システム１０ｂを示している。ここでは充電装置１６ｂは、保管装
置１２ｂに配置可能である作業衣類１４ｂのさまざまな作業衣類部分３０ｂ，３２ｂ，３
４ｂ，３６ｂ，３８ｂを充電するために意図される。図１から７の記述で説明した保管装
置１２ａと比較して、図８に示す保管装置１２ｂは可動式に施工されている。ここでは保
管装置１２ｂは、少なくとも１つの可動性ユニット９２ｂを含んでいる。可動性ユニット
９２ｂはここでは少なくとも１つのローラ９４ｂを含んでおり、これによって保管装置１
２ｂは可動である。全体として可動性ユニット９２ｂは４つのローラ９４ｂ，９６ｂ，９
８ｂ，１００ｂを含んでいる。このときローラ９４ｂ，９６ｂ，９８ｂ，１００ｂのうち
それぞれ１つのローラ９４ｂ，９６ｂ，９８ｂ，１００ｂが、保管装置１２ｂの縁部領域
に、特にコーナーに配置される。さらに可動性ユニット９２ｂは、ローラ９４ｂ，９６ｂ
，９８ｂ，１００ｂのうちの少なくとも１つの運動性をブロックするための少なくとも１
つのブレーキ装置１０２ｂを含んでいる。ここではブレーキ装置１０２ｂは、ブレーキパ
ッドとして構成された少なくとも１つのブレーキ部材（ここには詳しくは図示せず）を有
する摩擦ブレーキ装置として構成されている。さらに可動性ユニット９２ｂは、少なくと
も１つの保持グリップ１０４ｂを含んでいる。その代替または追加として、可動性ユニッ
ト９２ｂが少なくとも１つの駆動ユニットを含んでいて、これにより保管装置１２ｂを少
なくとも部分的に自動式に可動にすることが考えられる。このように、保管装置１２ｂを
ＲＣモデルと同様に遠隔制御可能に構成することが考えられる。当業者に有意義と思われ
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るそれ以外の可動性ユニット９２ｂの構成も同じく考えられる。保管システム１０ｂのそ
の他すべての装置やユニットは、ここでも図１から７の記述ですでに説明したように、保
管装置１２ｂに配置されるか、またはこれに組み込まれている。充電装置１６ｂへ電気エ
ネルギーを供給するために、保管システム１０ｂは少なくとも１つのエネルギー接続装置
１０６ｂを有している。エネルギー接続装置１０６ｂは、ここでは当業者にすでに周知で
ある構成を有している。図８に示す保管システム１０ｂのその他の機能や構成要件に関し
ては、図１から７に示す保管システム１０ａを参照することができる。
【００４３】
　図９は、少なくとも作業衣類１４ｃを保管するための少なくとも１つの保管装置１２ｃ
と、作業衣類１４ｃの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット１８ｃ，２０ｃ，２２
ｃ，２４ｃ，２６ｃに少なくとも電気エネルギーを伝送するために意図される少なくとも
１つのケーブル式および／またはケーブルレス式の充電装置１６ｃと、作業衣類１４ｃの
少なくとも１つの特性量を少なくとも検出するための少なくとも１つのセンサ装置２８ｃ
とを含む、さらに別の代替的な保管システム１０ｃを示している。ここでは充電装置１６
ｃは、保管装置１２ｃに配置可能である作業衣類１４ｃのさまざまな作業衣類部分３０ｃ
，３２ｃ，３４ｃ，３６ｃ，３８ｃを充電するために意図される。図１から７の記述で説
明した保管装置１２ａと比較して、図９に示す保管装置１２ｃは可動式のユニット９０ｃ
に組み込まれている。可動式のユニット９０ｃはここではＮＫＷ（商用車）として構成さ
れている。しかしながら可動式のユニット９０ｃは、当業者に有意義と思われるそれ以外
の構成、たとえば乗用車、トラックなどとしての構成を有することも考えられる。保管シ
ステム１０ｃのその他すべての装置やユニットは、ここでは保管装置１２ｃに配置するこ
とができ、これに組み込まれていてよく、あるいは単独で可動式のユニット９０ｃに組み
込まれていてよい。図８に示す保管システム１０ｃのその他の機能や構成要件に関しては
、図１から７に示す保管システム１０ａを参照することができる。
【符号の説明】
【００４４】
　１２ａ，１２ｂ，１２ｃ　保管装置
　１４ａ，１４ｂ，１４ｃ　作業衣類
　１６ａ，１６ｂ，１６ｃ，　充電装置
　１８ａ，２０ａ，２２ａ，２４ａ，２６ａ，１８ｂ，２０ｂ，２２ｂ，２４ｂ，２６ｂ
，１８ｃ，２０ｃ，２２ｃ，２４ｃ，２６ｃ　エネルギー蓄積器ユニット
　２８ａ，２８ｂ，２８ｃ　センサ装置
　３０ａ，３２ａ，３４ａ，３６ａ，３８ａ，３０ｂ，３２ｂ，３４ｂ，３６ｂ，３８ｂ
、３０ｃ、３２ｃ，３４ｃ，３６ｃ，３８ｃ　作業衣類部分
　４０ａ，４０ｂ，４０ｃ　防護ヘルメット保管ユニット
　４２ａ，４２ｂ，４２ｃ　防護ヘルメット充電ユニット
　４４ａ，４４ｂ，４４ｃ　手袋保管ユニット
　４６ａ，４６ｂ，４６ｃ　手袋充電ユニット
　４８ａ，４８ｂ，４８ｃ　作業靴保管ユニット
　５０ａ，５０ｂ，５０ｃ　作業靴充電ユニット
　５２ａ，５２ｂ，５２ｃ　防護眼鏡保管ユニット
　５４ａ，５４ｂ，５４ｃ　防護眼鏡充電ユニット
　５６ａ，５６ｂ，５６ｃ　工作機械蓄電池装置
　５８ａ，５８ｂ，５８ｃ　外部ユニット
　６０ａ，６０ｂ，６０ｃ　通信装置
　６２ａ，６２ｂ，６２ｃ　センサユニット
　６４ａ，６４ｂ，６４ｃ　制御装置および／または調節装置
　６６ａ，６６ｂ，６６ｃ　乾燥装置および／または洗浄装置
　６８ａ，６８ｂ，６８ｃ　出力装置
　９０ｃ　可動式のユニット
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【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）を保管するための少なくとも１つの保
管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ）と、前記保管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ）に設け
られ、前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユ
ニット（１８ａ，２０ａ，２２ａ，２４ａ，２６ａ；１８ｂ，２０ｂ，２２ｂ，２４ｂ，
２６ｂ；１８ｃ，２０ｃ，２２ｃ，２４ｃ，２６ｃ）に少なくとも電気エネルギーを伝送
するために意図される少なくとも１つのケーブル式および／またはケーブルレス式の充電
装置（１６ａ；１６ｂ；１６ｃ）と、前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の状態を
少なくとも検出するための少なくとも１つのセンサ装置（２８ａ；２８ｂ；２８ｃ）と、
を有する保管システムにおいて、
　前記充電装置（１６ａ；１６ｂ；１６ｃ）は、前記保管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ
）に配置可能である前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）のさまざまな作業衣類部分
（３０ａ，３２ａ，３４ａ，３６ａ，３８ａ；３０ｂ，３２ｂ，３４ｂ，３６ｂ，３８ｂ
；３０ｃ，３２ｃ，３４ｃ，３６ｃ，３８ｃ；３０ｃ）を充電するために意図され、
　少なくとも前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）と電子データを交換するための少
なくとも１つの通信装置（６０ａ；６０ｂ；６０ｃ）を有しており、
　前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）を充電するプロセス中に、個別的な利用者入
力に依存して、および／または、前記通信装置（６０ａ；６０ｂ；６０ｃ）により交換さ
れた電子データに依存して、前記エネルギー蓄積器ユニット（１８ａ，２０ａ，２２ａ，
２４ａ，２６ａ；１８ｂ，２０ｂ，２２ｂ，２４ｂ，２６ｂ；１８ｃ，２０ｃ，２２ｃ，
２４ｃ，２６ｃ）の充電状態を、該作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の着用者の個別
的な必要性および／または該作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の使用分野に適合させ
るために意図される少なくとも１つの制御装置および／または調節装置（６４ａ；６４ｂ
；６４ｃ）が、前記保管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ）に設けられている
　ことを特徴とする保管システム。
【請求項２】
　前記保管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ）は、防護ヘルメットとして構成された前記作
業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の少なくとも１つの作業衣類部分（３０ａ；３０ｂ；
３０ｃ）を中に配置可能である少なくとも１つの防護ヘルメット保管ユニット（４０ａ；
４０ｂ；４０ｃ）を含んでおり、
　前記防護ヘルメットの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット（１８ａ；１８ｂ；
１８ｃ）を充電するために前記充電装置（１６ａ；１６ｂ；１６ｃ）の少なくとも１つの
防護ヘルメット充電ユニット（４２ａ；４２ｂ；４２ｃ）が前記防護ヘルメット保管ユニ
ット（４０ａ；４０ｂ；４０ｃ）に配置されている
　ことを特徴とする、請求項１に記載の保管システム。
【請求項３】
　前記保管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ）は、手袋ペアとして構成された前記作業衣類
（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の少なくとも１つの作業衣類部分（３２ａ；３２ｂ；３２ｃ
）を中に配置可能である少なくとも１つの手袋保管ユニット（４４ａ；４４ｂ；４４ｃ）
を含んでおり、
　前記手袋ペアの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット（２０ａ；２０ｂ；２０ｃ
）を充電するために前記充電装置（１６ａ；１６ｂ；１６ｃ）の少なくとも１つの手袋充
電ユニット（４６ａ；４６ｂ；４６ｃ）が前記手袋保管ユニット（４４ａ；４４ｂ；４４
ｃ）に配置されている
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　ことを特徴とする、請求項１または２に記載の保管システム。
【請求項４】
　前記保管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ）は、作業靴ペアとして構成された前記作業衣
類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の少なくとも１つの作業衣類部分（３４ａ；３４ｂ；３４
ｃ）を中に配置可能である少なくとも１つの作業靴保管ユニット（４８ａ；４８ｂ；４８
ｃ）を含んでおり、
　前記作業靴ペアの少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット（２２ａ；２２ｂ；２２
ｃ）を充電するために前記充電装置（１６ａ；１６ｂ；１６ｃ）の少なくとも１つの作業
靴充電ユニット（５０ａ；５０ｂ；５０ｃ）が前記作業靴保管ユニット（４８ａ；４８ｂ
；４８ｃ）に配置されている
　ことを特徴とする、請求項１から３のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項５】
　前記保管装置（１２ａ；１２ｂ；１２ｃ）は、防護眼鏡として構成された前記作業衣類
（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の少なくとも１つの作業衣類部分（３６ａ；３６ｂ；３６ｃ
）を中に配置可能である少なくとも１つの防護眼鏡保管ユニット（５２ａ；５２ｂ；５２
ｃ）を含んでおり、
　前記防護眼鏡の少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット（２４ａ；２４ｂ；２４ｃ
）にエネルギー供給するために前記充電装置（１６ａ；１６ｂ；１６ｃ）の少なくとも１
つの防護眼鏡充電ユニット（５４ａ；５４ｂ；５４ｃ）が前記防護眼鏡保管ユニット（５
２ａ；５２ｂ；５２ｃ）に配置されている
　ことを特徴とする、請求項１から４のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項６】
　前記充電装置（１６ａ；１６ｂ；１６ｃ）は、少なくとも１つの工作機械蓄電池装置（
５６ａ；５６ｂ；５６ｃ）および／または外部ユニット（５８ａ；５８ｂ；５８ｃ）の少
なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニットを充電するために意図される
　ことを特徴とする、請求項１から５のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項７】
　前記通信装置（６０ａ；６０ｂ；６０ｃ）によって前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１
４ｃ）と外部ユニット（５８ａ；５８ｂ；５８ｃ）との間で電子データが交換可能である
　ことを特徴とする、請求項１から６のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項８】
　前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の使用期間および／または消耗度を定義する
電子データが前記通信装置（６０ａ；６０ｂ；６０ｃ）によって交換可能であり、
　前記使用期間および／または消耗度は、前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の少
なくとも１つのセンサユニット（６２ａ；６２ｂ；６２ｃ）、および／または、前記セン
サ装置（２８ａ；２８ｂ；２８ｃ）によって検出可能である
　ことを特徴とする、請求項１から７のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項９】
　前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の着用者の行動および／または着用期間を定
義する電子データが前記通信装置（６０ａ；６０ｂ；６０ｃ）によって交換可能であり、
　前記着用者の行動および／または着用期間は、前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ
）の少なくとも１つのセンサユニット（６２ａ；６２ｂ；６２ｃ）によって検出可能であ
る
　ことを特徴とする、請求項１から８のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項１０】
　前記センサ装置（２８ａ；２８ｂ；２８ｃ）により検出される前記作業衣類（１４ａ；
１４ｂ；１４ｃ）の状態に依存して、および／または、前記通信装置（６０ａ；６０ｂ；
６０ｃ）により交換される電子データに依存して、前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４
ｃ）を乾燥するプロセスを実行するために意図される少なくとも１つの乾燥装置および／
または前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）を洗浄するプロセスを実行するために意
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図される少なくとも１つの洗浄装置（６６ａ；６６ｂ；６６ｃ）が、前記保管装置（１２
ａ；１２ｂ；１２ｃ）に設けられている
　ことを特徴とする、請求項１から９のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項１１】
　前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の状態の情報を出力するための少なくとも１
つの出力装置（６８ａ；６８ｂ；６８ｃ）を有している
　ことを特徴とする、請求項１から１０のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項１２】
　少なくとも前記保管装置（１２ｂ；１２ｃ）が可動式に施工されており、または、可動
式のユニット（９０ｃ）に組み込まれている
　ことを特徴とする、請求項１から１１のいずれか１項に記載の保管システム。
【請求項１３】
　請求項１から１２のいずれか１項に記載の保管システムのための充電装置（１６ａ；１
６ｂ；１６ｃ）において、
　前記作業衣類（１４ａ；１４ｂ；１４ｃ）の前記少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユ
ニット（１８ａ，２０ａ，２２ａ，２４ａ，２６ａ；１８ｂ，２０ｂ，２２ｂ，２４ｂ，
２６ｂ；１８ｃ，２０ｃ，２２ｃ，２４ｃ，２６ｃ）へ前記電気エネルギーを伝送するた
めに少なくとも意図される
　充電装置。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのエネルギー蓄積器ユニット（１８ａ，２０ａ，２２ａ，２４ａ，
２６ａ；１８ｂ，２０ｂ，２２ｂ，２４ｂ，２６ｂ；１８ｃ，２０ｃ，２２ｃ，２４ｃ，
２６ｃ）への前記電気エネルギーの伝送は、無接触式である
　ことを特徴とする、請求項１３に記載の充電装置。
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